
宣 言 日 令和　３年　　６月　29日

住 所 さいたま市南区沼影1-17-10

県内企業等の名称 株式会社三和

代表者役職 氏名 代表取締役　細淵雅邦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

・地元住民の多様な働き方の推進

＜現状値：2021年の数値＞
・従業員の県民割合：90％
・女性機械オペレーター：0%
・高齢者の雇用割合：9％

＜2030年に向けた指標＞

県民割合：95％以上、女性オペレーター：25%、高齢者割合：15％以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞

県民割合：94％、女性オペレーター：14%、高齢者割合：10％以上

・地域住民との情報交換と小中学生の学習
支援とした工場見学の実施
・地域清掃活動の継続
＜現状値：2021年の数値＞
・工場見学、地域住民との意見交換会0回
・地域清掃：１回/年（参加者割合９０％）

＜2030年に向けた指標＞

工場見学：2回/年、地域清掃：２回/年且つ参加者割合９５％以上維持

＜取組開始３年後に向けた指標＞

工場見学：1回/年、地域清掃：参加者割合９５％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

環境配慮型素材容器製造割合：20％、改良型省エネ型成
形機：2台/6台中

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

環境配慮型素材容器製造割合：3％、改良型省エネ型成形機：1台/6台中

・製品、製造時による温室効果ガス排出量
の抑制、削減への取り組み
＜現状値：2021年の数値＞
・環境配慮型素材容器製造割合0％
・省エネ型成形機１台所有
　改良型省エネ成形機をメーカーと検討中
　改良型省エネ成形機：0台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は、社名にあるように「三つの和」の豊かさの実現を目標に企業活動に取り組んでいます。
「商売において売り手と買い手が満足するのは当然のこと、社会に貢献できてこそ良い商売といえる」
この昔の近江商人の「三方よし」の経営理念を弊社では「お客様」＝「地域社会」、「弊社（従業員とその家
族）」と捉え、ステークホルダーの心豊かな生活の創造の実現に向け、環境や経済、健康など人が生き生
きと出来る環境作りにアクションを起こしてきました。これからも当社に出来る活動に積極的に取組み、
SDGｓの目標達成に貢献して行きます。

株式会社三和

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


